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団
長
の
熱
き
思
い

  

令
和
二
年
度
表
彰

住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に

館
林
地
区
消
防
組
合
邑
楽
消
防
団

�

団
長
　
大
塚
　
栄
彦

　

長
年
に
わ
た
る
消
防
業
務
の
ご
功
績
に
よ
り
叙

勲
及
び
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
小
綬
章

元
高
崎
市
等
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

�

消
防
正
監　

江
原　

博
一

元
桐
生
市
消
防
正
監�

髙
城　

敏
夫

元
高
崎
市
等
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

�

消
防
正
監　

秋
本　
　

進

瑞
宝
双
光
章

元
前
橋
市
消
防
団　

団
長　
　

石、
坂　
　

賢

元
神
流
町
消
防
団　

団
長　
　

田
本　

昭
人

元
神
流
町
消
防
団　

団
長　
　

櫻
井　

利
幸

元
太
田
市
消
防
団　

団
長　
　

宮
田　

次
男

瑞
宝
単
光
章

元
尾
島
消
防
団　
　

団
長　
　

飯
塚　

茂
夫

元
高
崎
市
消
防
団　

団
長　
　

田
中　
　

宏

元
嬬
恋
消
防
団　
　

副
団
長　

小
曽
戸
秀
雄

元
上
野
村
消
防
団　

団
長　
　

堀
川
光
太
郎

元
伊
勢
崎
市
消
防
団　

団
長　
　

矢
内　

昌
春

藍
綬
褒
章

館
林
地
区
消
防
組
合
館
林
消
防
団

	

副
団
長　

相
場　

隆
広

高
崎
市
消
防
団　
　

副
団
長　

中
里　

明
義

伊
勢
崎
市
消
防
団　

副
団
長　

山
口　
　

悟

県
功
労
者
表
彰

太
田
市
消
防
団　
　

団
長　
　

中
島　

正
幸

高
崎
市
消
防
団　
　

団
長　
　

須
藤　

欣
司

県
総
合
表
彰

前
橋
市
消
防
団　
　

副
団
長　

鈴
木　

伸
弘

長
野
原
町
消
防
団　

団
長　
　

樋
田　

耕
弥

草
津
町
消
防
団　
　

副
団
長　

黒
岩　

哲
夫

高
崎
市
消
防
団　
　

副
団
長　

寺
崎　

正
親

元
沼
田
市
消
防
団　

団
長　
　

関
口　

元
雄

元
み
な
か
み
町
消
防
団　

団
長　
　

真
庭　

和
徳

桐
生
市
消
防
団　
　

副
団
長　

粕
川　

一
良

伊
勢
崎
市
消
防
団　

団
長　
　

諏
訪　

耕
平

前
橋
市
消
防
団　
　

団
長　
　

林　
　

道
広

南
牧
村
消
防
団　
　

団
長　
　

石
井　

尚
幸

片
品
村
消
防
団　
　

団
長　
　

萩
原　

秀
基

県
消
防
協
会
定
例
表
彰

『
表
彰
者
総
数　

三
三
三
四
名　

三
団
体
』

☆
功
労
章　
　
　
　
　
　

一
三
七
名（
二
○
名
）

☆
永
年
勤
続
功
労
章　
　

三
四
〇
名（
四
四
名
）

☆
精
績
章　
　
　
　
　
　

四
六
一
名

☆
精
勤
章

　

五
年
勤
続　
　

五
七
五
名

一
○
年
勤
続　
　

四
六
九
名

一
五
年
勤
続　
　

四
〇
一
名

二
○
年
勤
続　
　

二
六
一
名（
一
九
名
）

二
五
年
勤
続　
　

一
六
二
名（
三
三
名
）

三
○
年
勤
続　
　
　

七
一
名（
一
一
名
）

三
五
年
勤
続　
　
　

四
五
名（
二
二
名
）

四
○
年
勤
続　
　
　

一
三
名（
八
名
）

四
五
年
勤
続　
　
　
　

一
名

☆
永
年
勤
続
退
職
者
表
彰

�

三
八
八
名（
四
〇
名
）

☆
三
世
代
伝
承
等
優
良
消
防
団
員
顕
彰　
　

一
〇
名

☆
無
火
災
表
彰	

桐
生
市
消
防
団
桐
生
方
面
団
第
六
分
団　

四
年

桐
生
市
消
防
団
新
里
方
面
団
第
四
分
団　

四
年

桐
生
市
消
防
団
黒
保
根
方
面
団
第
二
分
団　

十
年

※(　

)

内
は
消
防
職
員
数
で
内
数

　

邑
楽
町
は
群
馬
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東

は
館
林
市
、
西
は
太
田
市
、
北
は
栃
木
県
足
利

市
等
と
隣
接
し
、
そ
れ
ら
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

面
積
は
約
三
十
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

人
口
は
約
二
万
六
千
人
余
り
、
面
積
の
ほ
と
ん

ど
が
平
地
で
町
の
東
側
に
は
多
々
良
沼
が
あ

り
、
毎
年
約
二
百
羽
の
白
鳥
が
飛
来
し
、
近
隣

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
遥
々
遠
方
か
ら
白
鳥
の
華

麗
な
姿
を
見
に
来
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
の
中

心
部
に
は
関
東
平
野
を
一
望
で
き
る
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
「
未
来
Ｍ
ｉ
Ｒ
Ａ
ｉ
」
が
あ
り
住
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
邑
楽
消
防
団
は
、
三
分
団
十
二
班
、

団
員
百
二
十
一
名
で
構
成
さ
れ
、
教
育
訓
練
に

努
め
、
火
災
予
防
と
同
時
に
水
防
団
と
し
て
の

重
責
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い
精
神
を
基
に
地

元
密
着
の
消
防
団
と
し
て
、
火
災
予
防
週
間
中

に
お
け
る
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施
や
水
防
訓
練

と
し
て
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
の
消
防
団
と

共
に
毎
年
、
水
防
工
法
習
得
訓
練
を
実
施
し
て

水
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
訓
練
と
し
て
は
、
火
災
を
想
定
し
た
機

関
員
訓
練
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
町

の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
住
民
に
消
火
器

の
使
用
方
法
や
煙
道
を
使
用
し
た
避
難
訓
練
の

指
導
、
地
震
に
よ
り
家
財
等
が
倒
れ
て
挟
ま
れ

た
こ
と
を
想
定
し
た
救
出
方
法
の
指
導
、
内
水

氾
濫
に
お
け
る
水
防
訓
練
指
導
等
を
実
施
し
、

い
ざ
！
と
い
う
時
の
た
め
の
普
通
救
命
講
習
は

全
団
員
が
修
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
近
隣
の

市
町
に
於
い
て
河
川
の
決
壊
等
大
き
な
被
害
が

発
生
し
、
当
町
に
お
い
て
も
道
路
冠
水
や
床
下

浸
水
等
が
発
生
し
て
、
河
川
巡
視
や
道
路
冠
水

箇
所
の
排
水
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
り
、
消
防
団
行
事
に
於
い
て
も
中
止
や
制

限
を
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
、
邑
楽
消

防
団
で
も
団
員
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
消
防
団
の
魅
力
や
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
団

員
確
保
に
努
め
、
消
防
団
の
重
要
性
が
広
く
認

識
さ
れ
て
い
く
中
、
訓
練
と
教
養
を
重
ね
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
町
と
共
に
住
民
の

安
全
安
心
の
た
め
に
、
団
員
個
々
の
能
力
向
上

を
図
り
、
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
活
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え
て
お
り

ま
す
。
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県
総
合
表
彰

前
橋
市
消
防
団　
　

副
団
長　

鈴
木　

伸
弘

長
野
原
町
消
防
団　

団
長　
　

樋
田　

耕
弥

草
津
町
消
防
団　
　

副
団
長　

黒
岩　

哲
夫

高
崎
市
消
防
団　
　

副
団
長　

寺
崎　

正
親

元
沼
田
市
消
防
団　

団
長　
　

関
口　

元
雄

元
み
な
か
み
町
消
防
団　

団
長　
　

真
庭　

和
徳

桐
生
市
消
防
団　
　

副
団
長　

粕
川　

一
良

伊
勢
崎
市
消
防
団　

団
長　
　

諏
訪　

耕
平

前
橋
市
消
防
団　
　

団
長　
　

林　
　

道
広

南
牧
村
消
防
団　
　

団
長　
　

石
井　

尚
幸

片
品
村
消
防
団　
　

団
長　
　

萩
原　

秀
基

県
消
防
協
会
定
例
表
彰

『
表
彰
者
総
数　

三
三
三
四
名　

三
団
体
』

☆
功
労
章　
　
　
　
　
　

一
三
七
名（
二
○
名
）

☆
永
年
勤
続
功
労
章　
　

三
四
〇
名（
四
四
名
）

☆
精
績
章　
　
　
　
　
　

四
六
一
名

☆
精
勤
章

　

五
年
勤
続　
　

五
七
五
名

一
○
年
勤
続　
　

四
六
九
名

一
五
年
勤
続　
　

四
〇
一
名

二
○
年
勤
続　
　

二
六
一
名（
一
九
名
）

二
五
年
勤
続　
　

一
六
二
名（
三
三
名
）

三
○
年
勤
続　
　
　

七
一
名（
一
一
名
）

三
五
年
勤
続　
　
　

四
五
名（
二
二
名
）

四
○
年
勤
続　
　
　

一
三
名（
八
名
）

四
五
年
勤
続　
　
　
　

一
名

☆
永
年
勤
続
退
職
者
表
彰

�

三
八
八
名（
四
〇
名
）

☆
三
世
代
伝
承
等
優
良
消
防
団
員
顕
彰　
　

一
〇
名

☆
無
火
災
表
彰	

桐
生
市
消
防
団
桐
生
方
面
団
第
六
分
団　

四
年

桐
生
市
消
防
団
新
里
方
面
団
第
四
分
団　

四
年

桐
生
市
消
防
団
黒
保
根
方
面
団
第
二
分
団　

十
年

※(　

)

内
は
消
防
職
員
数
で
内
数

消 防団紹介

　

群
馬
県
消
防
協
会
高
崎
市
等
広
域
支

部
は
、
高
崎
市
消
防
団
と
安
中
市
消
防

団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
消
防
団
は
、
現
在
合
計
五
十
八

分
団（
他
一
本
部
）、
定
員
一
五
二
〇
人

で
あ
り
、
そ
の
内
、
学
生
分
団
員

五
十
五
人（
内
二
十
六
人
女
性
）、
女
性

の
団
員
及
び
分
団
員
十
三
人
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
十

分
に
図
り
、
新
任
分
団
長
研
修
や
機
関

士
会
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練
等
を
実
施
、

ま
た
令
和
二
年
九
月
二
十
七
日（
日
）に

は
、
合
同
放
水
訓
練
を
高
崎
市
高
松
町

「
も
て
な
し
広
場
」
に
お
い
て
行
い
ま

し
た
。

　

安
中
市
消
防
団
は
、
現
在
合
計
十
四

分
団（
他
一
本
部
）、
定
員
五
四
五
人
で

あ
り
、
そ
の
内
、
女
性
団
員
七
人
が
登

録
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
徹
底
に
努
め
な
が
ら
、
新
入
団
員

研
修
や
ポ
ン
プ
運
用
研
修
会
等
を
実
施
、

ま
た
令
和
二
年
七
月
五
日（
日
）
に
は
、

安
中
市
水
防
訓
練
を
安
中
市
中
宿
「
西

毛
総
合
運
動
公
園
野
球
場
東
側
広
場
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
両
団
と
も
、
最

小
限
の
規
模
及
び
人
数
に
よ
る
訓
練

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
団
員
の
訓
練

に
取
り
組
む
熱
心
で
真
摯
な
姿
勢
は

こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な

く
、
実
践
的
で
非
常
に
充
実
し
た
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
消
防
団
に
お
い
て
、
研
修
や

訓
練
等
の
活
動
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
消
防
団
の
使

命
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。今
、

我
々
消
防
団
に
出
来
る
こ
と
、
感
染
症

に
負
け
な
い
・
屈
し
な
い
消
防
団
を
こ

れ
か
ら
も
維
持
し
、
市
民
の
方
々
の
安

全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
崎
市
消
防
団
・
安
中
市
消
防
団

　

前
橋
市
は
、
群
馬
県
の
中
央
部
よ
り

や
や
南
に
位
置
し
、
北
に
上
毛
三
山
の

雄
で
あ
る
赤
城
山
が
位
置
し
、
西
に
は

利
根
川
が
流
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地

域
を
管
轄
す
る
前
橋
市
消
防
団
は
団
員

計
一
〇
七
三
名（
定
員
一
三
二
〇
名
）が

在
籍
し
て
お
り
、
全
二
十
個
分
団
、

六
十
八
台
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
有

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
活
動
と
し
て
、
災
害
対

応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
様
々
な
風
水
害

を
想
定
し
た
水
防
訓
練
、
春
秋
の
火
災

予
防
広
報
活
動
、歳
末
特
別
警
戒
な
ど
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
日
夜
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
災
害
に
強
く
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
各
自
治
区
で

行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練
や
祭
り
、
花

火
大
会
な
ど
へ
も
参
加
し
、
地
域
住
民

と
の
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
他
の
地
域

同
様
に
雇
用
形
態
の
変
化
や
消
防
団
へ

求
め
ら
れ
る
負
担
の
増
加
等
に
よ
り
、

職
場
や
家
族
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難

し
く
、
団
員
数
が
年
々
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
若
い

世
代
の
方
に
消
防
団
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
市
内
大
学
の
学
園
祭
や
消

防
隊
出
初
式
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
「
消
防
団
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
」
を
出

展
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
消

防
団
の
活
動
を
紹
介
す
る
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
広
報
活
動
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
各
大
学
の
学
園
祭
で
は
、
非
常

食
の
試
食
会
や
消
防
団
活
動
紹
介
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
な
が
ら
、
市
民
が
消
防

団
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
は
計

五
六
五
件
も
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
様
々
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
回
答
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
す
れ
ば
地
域
住

民
や
若
い
世
代
に
消
防
団
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
る
か
を
検
討
し
、
入
り

や
す
く
活
動
し
や
す
い
消
防
団
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
大
規
模
風
水
災
が
頻
発
し
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
員
へ

の
期
待
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域

を
守
る
た
め
、
地
域
住
民
と
協
力
し
、

住
み
や
す
く
災
害
に
強
い
前
橋
市
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

前
橋
市
消
防
団

消防団ＰＲブース

合同放水訓練

水防訓練

消防団員募集
問い合わせ：各市町村役場へ
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渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、
群
馬
県
消
防
学

校
の
初
任
教
育
終
了
後
の
職
員
に
対
し
、
約

一
ヶ
月
間
の
集
中
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

入
職
後
、
現
場
を
一
年
経
験
し
た
職
員
を
新
規

採
用
職
員
の
指
導
担
当
者
に
任
命
し
、
指
導
内

容
の
熟
知
及
び
指
導
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
次

世
代
の
指
導
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
か
ら
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
群
馬

県
消
防
学
校
初
任
教
育
の
入
校
が
四
月
八
日
か

ら
八
月
十
一
日
に
変
更
と
な
り
、
入
校
ま
で
の

四
ヶ
月
間
を
各
消
防
本
部（
局
）で
教
育
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
そ
れ
に
伴
い
初
任
教
育

終
了
後
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
約
一
ヶ
月
間
の

集
中
訓
練
を
前
倒
し
し
、
入
校
前
の
四
月
及
び

五
月
の
二
ヶ
月
間
に
お
い
て
、
群
馬
県
消
防
学

校
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
を
含
め
新
規
採
用
職
員

に
対
し
、
消
防
官
と
し
て

の
基
礎
的
な
知
識
や
技
術

を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教

育
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
学
校
で
予
定
さ
れ

て
い
る
各
教
育
課
程
へ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
大
き

な
影
響
は
あ
り
ま
し
た
が
、

入
校
前
の
教
育
を
各
消
防

本
部（
局
）
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
事
が
で
き
た
こ
と

は
、
入
校
す
る
学
生
だ
け

で
な
く
、
指
導
者
育
成
に
も
繋
が
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
学
校
入
校
中
の
教
育
に
つ
い

て
も
、
ス
タ
ー
ト
位
置
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
年
以
上
現
場
を
経
験
し
て
か
ら
群
馬
県
消

防
学
校
に
入
校
す
る
消
防
本
部（
局
）も
あ
る
こ

と
か
ら
、
入
校
標
準
化
も
図
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
消
防
学
校
入
校
前
教
育
期
間
は
、
入

校
時
期
が
遅
れ
た
分
、
よ
り
効
果
の
あ
る
初
任

教
育
期
間
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
き
っ

か
け
に
、
人
材
育
成
も
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
考

慮
し
変
化
し
続
け
る
時
代
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
消
防
組
織

力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

｢

新
規
採
用
職
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施｣

�

〜
渋
川
広
域
消
防
本
部
〜

　

令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
対
策
と
し
て
、
活
動
を
自
粛
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ま
さ
か
、

私
た
ち
が
世
界
的
に
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
誰
が
想
定
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。

　

想
定
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
今
日
、
県
内
の
消
防
職
員
が
「
部
会
」
と
い

う
旗
の
下
、
心
を
一
つ
に
し
、
ま
さ
に
同
志

と
し
て
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

県
民
を
守
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
安
全
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
度
の
活
動
紹
介
と
な
り

ま
す
が
、
火
災
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
救

助
活
動
検
討
班
は
屋
内
進
入
体
系
・
火
災
救

助
事
案
発
表
及
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
／
Ｔ（
火
災
現
場
で

二
次
災
害
に
よ
り
助
け
を
必
要
と
す
る
仲
間

を
救
助
す
る
訓
練
）
を
、
警
防
対
策
検
討
班
は

中
高
層
建
物
火
災
対
応
や
連
結
送
水
管
を
使

用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
部
会
で
し

か
で
き
な
い
こ
と
、
部
会
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
、
県
内
消
防
力
の
向
上
を
目
指

し
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

｢

警
防
救
助
部
会
の
活
動｣

　
〜
群
馬
県
消
防
長
会
〜

『
群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊
　
後
方
支
援
活
動
合
同
訓
練
』

　

七
月
二
十
九
日（
水
）、
群
馬
県
消
防
学
校
に

お
い
て
緊
急
消
防
援
助
隊
後
方
支
援
活
動
合
同

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
合
同
訓

練
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
規
模
災
害

の
発
生
に
備
え
、
大
型
エ
ア
ー
テ
ン
ト

を
想
定
し
た
隊
員
及
び
傷
病
者
の
感
染

防
止
策
の
検
討
会
並
び
に
宿
営
地
で
の

除
染
活
動
訓
練
を
実
施
、
県
内
十
一
消

防
本
部
の
意
見
を
交
わ
し
、
対
応
能
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
た
訓
練
を
開
催
し
、

県
内
十
一
消
防
本
部
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

訓練状況

訓練状況

訓練状況
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は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
幹
部
地
域
研
修
会
」
や
、「
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
全
国
集
会
」
な
ど
、
貴
重
な
ク
ラ

ブ
間
の
意
見
交
換
や
合
同
研
修
の
場
が
相
次
い

で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
事
務
局
と
し
て
大

変
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

例
年
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
連
し
た
内
容
を
御
報

告
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
が
中
止
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
概
況
と

取
組
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

○
概
況

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
全
国
に
存
在
し
、
家
庭

で
の
火
災
予
防
の
知
識
の
習
得
、
地
域
全
体
の

防
火
意
識
の
高
揚
な
ど
を
目
的
に
地
域
で
活
動

し
て
い
る
組
織
で
す
。

　

群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
も
同

様
に
、
県
内
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
相
互
の
連
絡
提

携
を
密
に
し
、
防
火
に
関
す
る
知
識
の
向
上
に

つ
と
め
、
県
内
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
に
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
、

九
十
三
団
体
、
約
四
万
人
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
目
を
向
け
る

と
、
全
国
八
〇
三
五
団
体
、
約
一
二
〇
万
人
に

も
な
る
非
常
に
大
規
模
な
組
織
と
な
り
ま
す
。

全
国
の
ク
ラ
ブ
員
は
、
平
成
八
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
と
な
り
、
以
降
も
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
団
体
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
や
団
体
数
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
を
含
め
た
四
十
三
都
道
府
県
に

連
絡
協
議
会
が
お
か
れ
、
毎
年
全
国
を
六
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
、
積

極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
取
組

　

本
会
は
、
全
国
の
ク
ラ
ブ
と
県
内
の
ク
ラ
ブ

の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
や
、
県
内
ク
ラ
ブ
相

互
の
連
携
を
強
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

役
員
は
県
内
十
一
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の

代
表
者
か
ら
な
っ
て
お
り
、
年
に
一
〜
二
回
役

員
会
を
開
い
て
、
活
動
を
話
し
合
っ
た
り
、
情

報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
作
成
す

る
機
関
誌
へ
の
助
成
や
、
広
報
誌
へ
の
寄
稿
な

ど
の
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
十
月
頃
に
は
県
内
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
等

の
幹
部
・
指
導
者（
約
二
〇
〇
名
）を
対
象
に
指

導
者
育
成
研
修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
各
地
区

に
よ
る
活
動
報
告
や
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
な

ど
を
行
い
、
県
内
ク
ラ
ブ
相
互
の
交
流
や
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
地
域
の
防
火
・
防
災
に

つ
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
火
災
や

地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
女
性
の
方
々
に
よ
る
活
動
が
非
常
に
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
他
の
地
域
の

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
や
情
報
交
換
に
よ
り
、
一
層

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

困
難
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
に
合
致
し
た
活
動
を
模
索
し
、
ク
ラ
ブ
間
の

つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

『
群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

�

連
絡
協
議
会
の
概
況
と
取
組
』

群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
事
務
局

『
富
岡
甘
楽
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
発
足
』

富
岡
甘
楽
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
　
土
谷
　
泉

　

富
岡
甘
楽
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
前
身
で

あ
っ
た
富
岡
甘
楽
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
改
組
に

よ
り
、
前
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
活
動
を
行
っ
て
い

た
ク
ラ
ブ
員
は
数
人
で
ほ
ぼ
実
働
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、
令
和
二
年

六
月
十
六
日
に
発
足
し
た
新
し
い
団
体
で
す
。

　

広
域
構
成
市
町
村
の
消
防
団
長
及
び
市
町
村

消
防
事
務
担
当
者
に
依
頼
し
、
地
域
の
火
災
予

防
の
普
及
に
関
心
の
あ
る
女
性
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動
、
防
火

啓
発
活
動
、
高
齢
者
宅
へ
お
も
む
い
た
防
火
指

導
や
地
域
に
密
着
し
た
幅
広
い
活
動
を
行
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
街
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
岡
甘
楽
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
保

育
園
や
こ
ど
も
園
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
幼
年

防
火
ク
ラ
ブ
」、
小
学
校
で
組
織
さ
れ
て
い
る

「
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
」
と
と
も
に
「
富
岡
甘
楽
広

域
幼
少
年
女
性
防
火
委
員
会
」
の
一
翼
を
担
う

組
織
で
あ
り
ま
す
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
ほ
と
ん
ど
は
火
災
予

防
啓
発
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
、
ま
ず

は
、
消
防
署
か
ら
火
災
予
防
の
基
礎
知
識
と
し

て
初
期
消
火
訓
練
等
の
研
修
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
が
防
火
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
防
火

指
導
の
大
切
さ
を
知
っ
た
上
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
普
及
啓
発
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で
「
富
岡
甘
楽
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
火
災
予
防
啓

発
活
動
し
て
い
く
か
模
索
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
社
会
的
な

距
離
は
離
れ
て
も
、
心
と
心
の
距
離
は
離
れ
な

い
よ
う
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
ら
し
い
支
え
合
い

の
あ
る
組
織
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

左：山崎副会長　右：土谷会長
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桐
生
市
消
防
本
部（
以
下
、
当
消
防
本
部
と
い

う
。）
で
は
、
更
な
る
救
命
率
の
向
上
を
目
的
に
、

当
消
防
本
部
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
防
犯
ブ

ザ
ー
の
救
急
的
活
用
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
元
年
五
月
二
十
九

日
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
二
回
全
国

消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
お
い
て
、
当
消
防
本

部
の
職
員
が
、
発
表
テ
ー
マ
「
音
で
繋
が
る
救
命

の
輪
」
の
中
で
提
言
し
た
も
の
で
、
全
国
に
類
を

見
な
い
取
り
組
み
で
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
救
急
的
活
用
と
は

　

小
学
生
な
ど
が
護
身
用
と
し
て
所
有
し
て
い

る
防
犯
ブ
ザ
ー
を
、
急
病
人
等
が
発
生
し
た
際

に
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、
周
り
の
人
達
に
直
ち
に

駆
け
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
救
護
の
合
図
と
し

て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

な
ぜ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
が
有
効
的
で
あ
る
と
考

え
た
の
か
。
そ
れ
は
、
登
下
校
中
な
ど
連
絡
手

段
を
持
た
な
い
小
学
生
な
ど
が
、
急
病
人
等
を
発

見
し
た
際
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
に
よ
り
、
近
隣

の
大
人
達
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

複
数
の
大
人
が
集
ま
れ
ば
、
１
１
９
番
通
報
を
す

る
人
、
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
す
る
人
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
取
り
に
行
く
人
と
役
割
分
担
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
救
命
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
一
分

一
秒
で
も
早
く
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
す
る
こ
と
、

早
い
段
階
で
多
く
の
協
力
者
を
集
め
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
ブ
ザ
ー
は
小
学
生
の
み
で
は
な

く
、
高
齢
者
や
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

い
外
国
人
に
至
る
ま
で
誰
に
で
も
簡
単
に
取
り

扱
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
色
々
な
場
面
で
の
活
用
も
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
畑
の
中
一

人
で
作
業
を
し
て
い
る
場
面
、
部
屋
の
中
に
一

人
で
お
り
、
家
族
が
別
室
に
い
る
場
面
、
山
で

遭
難
し
て
し
ま
っ
た
場
面
、
地
震
等
で
倒
壊
建

物
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
面
等
、
多

岐
に
わ
た
る
場
面
に
お
い
て
防
犯
ブ
ザ
ー
が
有

効
的
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
く
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
子
供
が
誤
っ
て
鳴
ら
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音

が
鳴
っ
て
も
関
心
が
な
い
人
が
多
い
こ
と
、
肝

心
な
時
に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
鳴
ら
す
こ
と
自
体
に
抵
抗
が
あ
る
こ

と
等
、
防
犯
の
面
で
も
、
救
急
的
活
用
の
面
で

も
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
無
く
す
た
め
に
も
引
き

続
き
広
報
活
動
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

防
犯
ブ
ザ
ー
の
救
急

的
活
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
当
消
防

本
部
管
内
の
教
育
機
関

へ
配
布
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
各
種
団
体
や
行

事
な
ど
へ
積
極
的
に
出

向
き
、
救
命
の
連
鎖
に

お
け
る
早
期
発
見
と
通

報
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る

よ
う
、
普
及
啓
発
に
努

め
ま
す
。

動
画
の
公
開

　

当
消
防
本
部
で
は
、
救
命
率
の
向
上
を
目
的

に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
救
急
的
活
用
を
一
般
市
民
に

呼
び
掛
け
る
動
画
を
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
「
桐

生
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
し
ま
し
た
。
護
身
用

の
防
犯
ブ
ザ
ー
を
、
急
病
人
等
が
発
生
し
た
際

に
現
場
で
鳴
ら
す
こ
と
で
、
周
囲
の
人
に
駆
け

つ
け
て
も
ら
う
様
子
を
三
分
弱
で
描
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

動
画
の
リ
ン
ク
へ
繋
が
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
視

聴
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
救
急
的
活
用

�

桐
生
市
消
防
本
部
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多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部
訓
練
風
景
２

群馬県殉職消防職団員慰霊祭を挙行
　

令
和
二
年
十
一
月
五
日

（
木
）群
馬
県
消
防
学
校
の
慰

霊
碑
前
に
お
い
て
、
群
馬
県

殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を

縮
小
し
、
消
防
協
会
役
員
・

消
防
関
係
者
な
ど
二
十
名
の

ご
参
加
を
頂
き
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
県
消
防
協
会
会
長
で

あ
る
山
本
知
事
は
、「
こ
の

慰
霊
碑
に
祭
ら
れ
た
方
々
は
、

い
ず
れ
も
、
消
防
職
団
員
と

し
て
職
務
を
遂
行
す
る
中
、

身
を
挺
し
て
危
険
に
立
ち
向

か
わ
れ
、
尊
く
も
そ
の
職
に

殉
ぜ
ら
れ
た
方
々
で
す
。

我
々
は
、
殉
職
さ
れ
た
方
々

の
強
い
正
義
感
と
深
い
郷
土

愛
に
崇
高
な
消
防
精
神
を
規

範
と
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、

災
害
に
強
く
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

こ
と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
式
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
、
参
列
者
の

皆
様
に
よ
る
献
花
が
行
わ

れ
、
殉
職
者
の
御
霊
に
対
し

て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
へ
の
誓
い

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

多数傷病者対応訓練

水難救助訓練 女性消防職員による救助訓練
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印　刷　所 朝日印刷工業株式会社

県内の消防の現況　（令和２年10月１日現在）

消防団員数 11,315人 （前年比 173人減）
男性 11,141人 （前年比 178人減）
女性 174人 （前年比 5人増）

消防職員数 2,563人 （前年比 19人増）

2020年度全国統一防火標語　　 「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

群馬県消防協会　支部一覧
支部名 所　在　地 電話番号

前 橋
〒371-0014　前橋市朝日町4-22-2
前橋市消防局総務課内

027-220-4504

高崎市等広域
〒370-0861　高崎市八千代町1-13-10
高崎市等広域消防局総務課内

027-322-2393

桐 生 広 域
〒376-0027　桐生市元宿町13-38
桐生市消防本部総務課内

0277-47-1701

伊 勢 崎 佐 波
〒372-0031　伊勢崎市今泉町2-895
伊勢崎市消防本部総務課内

0270-25-3511

太 田
〒373-0063　太田市鳥山下町409-1
太田市消防本部消防総務課内

0276-33-0201

利 根 沼 田
〒378-0056　沼田市高橋場町2049-1
利根沼田広域消防本部警防課内

0278-22-3139

館 林
〒374-0015　館林市上赤生田町4050-1
館林地区消防組合消防本部警防課内

0276-72-8361

渋 川
〒377-0008　渋川市渋川1815-51
渋川広域消防本部総務課内

0279-25-4191

多 野 藤 岡
〒375-0024　藤岡市藤岡982
多野藤岡広域消防本部警防課内

0274-22-2306

富 岡 甘 楽
〒370-2316　富岡市富岡1922-7
富岡甘楽広域消防本部警防課内

0274-62-4333

吾 妻
〒377-0805　吾妻郡東吾妻町植栗1174-1
吾妻広域消防本部警防課内

0279-68-0217

編　集　後　記

　令和２年は、新型コロナウイルス感染症が世界的に拡
大し、「緊急事態宣言」が発令されるなど、多くの消防団
では火災出動などの現場以外の活動を控えざるを得なくな
り、大規模災害に備えるための各種活動が十分にできない
日々が続いています。
　今後は新型コロナウイルスと共存する社会になり、消防
団活動も感染防止を考慮した新しいものになると思います
が、令和３年はコロナウイルスを克服し、消防団活動に「金
メダル」が授与される明るい年になればと思います。

お問合せ先：各市町村役場へ


